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ま
た
、
道
路
特
定
財
源

に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
や
党
内
の
抵
抗
に
あ

い
な
が
ら
も
国
民
負
担

の
最
小
化
の
た
め
に
道

路
財
源
を
聖
域
と
せ
ず
、

道
路
歳
出
を
上
回
る
税

収
を
一
般
財
源
化
す
る

た
め
の
合
意
が
得
ら

れ
、「
真
に
必
要
な
道

路
」
の
中
期
整
備
計
画

を
19
年
中
に
作
成
す
る

こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
猪
年
、
安
倍

首
相
が
描
く
新
し
い
国

の
か
た
ち
で
あ
る
「
美

し
い
国
」
の
実
現
へ
、

さ
ら
に
力
強
く
前
進
で

き
る
よ
う
に
、
私
も
官

房
長
官
と
し
て
全
力
投

球
し
て
参
る
所
存
で
す
。

オ
ー
プ
ン
な
日
本
」
を

提
言
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
で
は
、
目

下
、
こ
う
し
た
基
本
的

認
識
の
も
と
、
経
済
成

長
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
推

進
、
教
育
再
生
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
25
な
ど
の

会
議
を
十
二
分
に
活
用

し
つ
つ
、
具
体
的
な
成

果
を
早
期
に
実
現
す
べ

く
取
り
組
み
を
一
層
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
昨
年
の
臨
時
国
会

で
は
、
59
年
ぶ
り
と
な

る
教
育
基
本
法
改
正
や

防
衛
省
昇
格
な
ど
の
法

案
が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。
日
本
は
今
、

戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
中
核

を
成
し
て
き
た
官
僚
主

導
の
開
発
モ
デ
ル
か
ら

脱
却
し
、「
日
本
の
強

さ
」
を
早
急
に
再
構
築

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
外
務
副
大
臣
時

代
に
そ
の
必
要
性
を
痛

感
し
、
世
界
で
活
躍
す

る
各
界
有
識
者
に
よ
る

30
人
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
国
際
社
会
で
の
日

本
の
存
在
感
を
自
ら
の

実
力
に
見
合
っ
た
も
の

へ
高
め
、
日
本
の
伝
統

と
革
新
性
を
発
信
し
、

国
際
秩
序
形
成
の
指
導

力
を
発
揮
で
き
る
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
つ

と
こ
ろ
は
、
政
権
公
約

で
も
示
さ
れ
て
い
る
政

治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
に
よ
る
「
戦
後

レ
ジ
ー
ム
（
体
制
）
か

ら
の
新
た
な
船
出
」
で

あ
り
ま
す
。
21
世
紀
に

入
り
、
中
国
・
イ
ン
ド

の
勃
興
や
民
族
紛
争
の

多
発
な
ど
、
世
界
の
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
わ
が
国
の
立
脚
点
で

あ
っ
た
戦
後
レ
ジ
ー
ム

は
、
も
は
や
過
去
の
モ

デ
ル
に
な
っ
て
し
ま
い

が
、
日
本
政
府
は
、
安

倍
首
相
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
私

も
首
相
の
国
内
不
在
時

に
は
首
相
臨
時
代
理
と

し
て
、
各
国
に
先
駆
け

て
日
本
単
独
で
の
制
裁

措
置
を
発
動
す
る
と
と

も
に
国
連
安
保
理
で
の

決
議
採
択
を
主
導
し
、

主
張
す
る
安
倍
外
交
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

安
倍
改
革
の
目
指
す

　

昨
年
９
月
26
日
に
誕

生
し
た
安
倍
首
相
は
、

内
閣
発
足
直
後
の
10
月

に
中
国
、
韓
国
を
相
次

い
で
電
撃
訪
問
し
、
小

泉
政
権
時
代
に
途
絶
え

て
い
た
両
国
間
の
首
脳

会
談
を
実
現
さ
せ
、
互

恵
関
係
を
表
明
す
る
な

ど
、
両
国
と
の
関
係
改

善
に
直
ち
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の
間
、
北

朝
鮮
に
よ
る
地
下
核
実

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
皇
室
で
は
41
年
ぶ
り
の
親
王
ご
誕
生
の
明
る
い
知
ら
せ
に
恵
ま
れ
、

ま
た
、
政
界
で
は
５
年
５
ヶ
月
続
い
た
小
泉
政
権
後
、
初
の
戦
後
生
ま
れ
の 

安
倍
首
相
が
誕
生
し
、
お
陰
様
で
私
は
内
閣
官
房
長
官
・
拉
致
問
題
担
当
大
臣

を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
愛
媛
県
知
事
選
挙
に
始
ま
り
、
統
一
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
と

日
本
の
将
来
を
左
右
す
る
選
挙
の
年
。
安
倍
総
理
を
支
え
「
美
し
い
国
、日
本
」

の
実
現
へ
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き

続
い
て
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

恭
賀
新
年

〔 〕

「
美
し
い
国
」
の
実
現
へ
向
け
て

主
張
す
る
安
倍
外
交

戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の

 

新
た
な
船
出

美
し
い
国
づ
く
り
へ

 

全
力
投
球

2007年１月１日
自由民主党愛媛県第一選挙区支部長

衆議院議員　塩 崎　恭 久
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第１回  教育再生会議

教育現場の様々な問題に対して、21世紀の
日本にふさわしい教育体制を構築すべく、
ノーベル賞受賞者 野依良治氏を座長に迎
え、立ち上げ。（10 / 18）

第１回  経済財政諮問会議

経済成長政策を進めるべく、日本経団連 
御手洗会長をはじめ４名の民間人と関係閣
僚、日銀総裁のメンバーで、税制、雇用、
規制改革、地方分権等に取り組む。（10 / 13）

月例経済報告等関係閣僚会議

毎月、関係閣僚と与党幹部が集まり、内閣
府から「月例経済報告」の聴取をし、内外
金融・経済情勢や対応策について議論する。
（10 / 12）

米 コンドリーザ・ライス国務長官と会談

日米安全保障体制のあり方や対北朝鮮問題
について、意見交換を行う。（10 / 19）

インド　マンモハン・シン首相と

両国関係を戦略的グローバルパートナーシ
ップに引き上げ、毎年相互に首脳間の訪問
を実施することなどを提案。（12 / 15）

ベトナム  グエン・タン・ズン首相と

アジアの平和と繁栄のための戦略的パートナ
ーシップを高めていくことで合意。（10 / 19）

第17回「塩崎恭久と明日を語る会 in 東京」

定期的に開催している朝食勉強会に多くの
方々にお集まりを頂き、「美しい国」づくり
へ向けて、安倍政権の方針及び政策につい
て語る。（12 / 21）

拉致問題解決のために

北朝鮮による日本人拉致問題に対して、安倍政権は、日朝間の最

重要課題として、安倍首相自らが本部長に就任し、全閣僚が参加す

る拉致対策本部を設置しました。私は責任担当大臣として精一杯努

力して参ります。今回、新たに松本京子さんを拉致被害者に認定す

るとともに、一刻も早い拉致被害者の帰国を目指し、国際機関及び

関係各国との連携を強化しながら取り組んでおります。

「めぐみ－引き裂かれた家族の30年」の試
写会に参加。日銀の先輩でもある横田夫
妻と語りあう。（11 / 23）

拉致被害者に認定されていない特定失踪
者ご家族等と面会。（11 / 9）
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今年もお世話になりました

第７回「明恭会総会」
12月３日、西村康稔代議士（兵庫９区）をゲスト
にお迎えして、総会を開催。私は、官房長官の危機
管理の職責上、東京から携帯のＴＶ電話を通じて、
生中継でご挨拶をさせて頂きました。西村代議士に
は、私の二代後の党改革実行本部事務局長として、
地域経済、税制、社会保障、外交問題から今後の党
改革に至るまで、実に幅広いお話を聞かせて頂き、
大好評を頂きました。

朝陽後援会主催
「塩崎恭久君を囲む会」

高校時代の仲間が中心となり、恒例の囲む会を開
催して頂きました。懐かしい仲間たちに加え、新顔
も参加し、たくさんの励ましの言葉をかけられ普段
の激務の疲れも癒される。Ｑ＆Ａでは、多岐にわた
る質問に大いに盛り上がりました。

「松山愛郷会」総会に出席

関東圏で活躍する松山出身者の会「松山愛郷会」総
会で、愛媛県で初の官房長官就任に皆様から祝福と
激励を頂く。（10 / 1）

去る12月15日に国会提出から約190時間にわたって審議
されてきた改正教育基本法が成立しました。「教育の憲法」
ともいわれる同法の改正は、戦後制定されて以来59年振り
で、教育の抜本的改革を公約にしてきた安倍教育改革の第
一歩となる、まさに歴史的な意義を有する取り組みとなり
ました。
改正教育基本法は、これまでの教育基本法の普遍的な理
念を大切にしながら、個人の尊厳に加え、公共の精神、道
徳心、自律心、伝統の継承、愛国心など、今求められてい
る「公」のこころを大切にした新たな教育理念に立脚して
います。今後、イジメや学力問題などに揺れる教育現場へ
の対応も含め、戦後体制からの脱却を目指した教育再生を
推し進めていきます。具体的施策については、今年の通常
国会で「教員免許更新制」などの関連法案が提出される予
定です。

自民党推薦状を加戸知事に

次期県知事選挙に引き続き立候補される加戸知事
に、自民党推薦状が安倍総裁から手渡され、愛媛県
連会長として他の県選出国会議員とともに立ち会う。
（11 / 13）

「美しい国」づくりに向けて

～教育基本法改正～
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国会等見学ツアーのご案内

　塩崎事務所では、平日の国会議事堂、首相官邸、自民党本
部など、国会の名所の参観をご案内させて頂いております。
地元の皆様、危機管理担当大臣として東京を離れられない塩
崎長官を是非訪ねてやってください。見どころたっぷりのツ
アーの企画をお手伝いさせて頂きますのでどうぞ事務所まで
ご連絡ください。

お問い合せ
　松山事務所　０８９－９４１－４８４３（担当：松尾、森田）
　東京事務所　０３－３５０８－７１８９（担当：西岡、小泉）

愛媛みかん大使をはじめ、県知事、関係団体の皆様
に、首相官邸を訪問して頂く。「今年のみかんは甘く
て、おいしい！」（11 / 9）

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

　塩崎官房長官が連日テレビに出てらっしゃるのにお会いできない！
これはいてもたっても居られない美女？軍団 友＆里会（ゆとりかい）
のメンバーが千枝子夫人と共に上京。
　国会議事堂を見学し、その後総理官邸に乱入。恭久先生の秒単位で
活動している中一目だけでも…と熱い思いで記者会見の合間にお会い
できて一同納得！！
　改めて恭久先生のポストの重大さ
を痛感致しました。
　どうぞお身体に気を付けられて日
本の為にお仕事に専念して下さい。
千枝子夫人と共に応援しております。
 友＆里会　森　得子

　つい先程まで、テレビの国会中継で答弁していた同人物と官邸で
握手しているとはまさに「信じられない」感じでした。テレビを見
て「ややお疲れ気味かな？」ではなくお元気そうで安心致しました。
　官房長官は愛媛県選出の議員では初めてのことです。愛媛県で
は最初の総理大臣になられること
を切望する次第です。今後益々の
ご活躍を期待しております。

税理士による塩崎恭久後援会
 会長代行　森　洋一

　今般、総理官邸に塩崎官房長官を訪ね、重要法案など諸々と忙
しい中、面会をさせて頂きました。そして国会議事堂はじめ、自
民党本部を見学させてもらい、なかなか味わえない経験をさせて
頂きました。本当に有り難うござ
いました。これからのご活躍を期
待いたします。
 大倉建二

　厳重警備の首相官邸に戸惑いながら、案内
された官房長官室、多忙な中の数分間、くれ
ぐれも健康にご留意されてと云いながら、将
来の愛媛から
との期待が膨
らむ！

愛媛県青色申
告会 事務局長
 谷本賢二

　11月14日久米婦団連役員15名が総理官邸
を見学させて頂きました。官房長官室で先生
にお会いした時は、胸に込み上げてくるもの
があり、永年
待ちに待った
喜びは感慨無
量でした。

 久米校区
 高野美代子

　私達一行は国会見学に行って来ました。観
るもの全て初めてのものばかりで驚きの連続
でした。見学の中で総裁室にも入りましたが、
一日でも早く塩
崎代議士がこの
席に座る日が来
る事を望んだ一
日でした。

 豊田　剛

　塩崎先生は激務で少しお痩せになられたか

な？松山にずっと帰っていないので地元を心

配していらっしゃいました。

 

 翔久会  代表

 　木下勝好

国会議事堂正面 首相官邸


